
 

 

授 業 科 目 必・選 学 年 専 攻 担 当 教 員 単位数 授 業 時 間 自学自習時間 
学習総まとめ 

（特別研究 Graduation 
Thesis Research） 

必修 ２年 環境 上松 仁 ８ ２学年週８時間 
(合計２４０時間) 

２学年週4時間 
(合計１２０時間) 

［テーマ名］ Massilia sp. BS-1株のQuorum sensing機構の解明およびビオラセインの生産条件の最適化 

［授業の目標と概要］ 本特別研究では、生物化学、応用微生物学、遺伝子工学、タンパク質工学の手法を駆使し、微生

物の培養技術、物質生産技術を修得する。その中で、本科課程で修得した基礎学力を基盤に発酵生産に関する知識を駆使

して、高度な生産システムの研究・開発能力と解析能力を備え、自ら問題を発見・解決できる創造性豊かな自己啓発型技

術者を育成する。 

［授業の進め方］ 指導教員（博士号をもち、学位授与機構の認証、特例認適用認証を受けた教員）のもと、高度な専門

技術に関する研究を行う。論文の作成、学会での論文発表を通じて、技術者としての基本的能力を養成する。 
［授業内容］ 

授 業 項 目 時 間 内    容 
授業ガイダンス 

 

１ 文献調査 

 

２ データベース解析 

 

 

３ 微生物による物質生産条件の最適化 

 

 

 

 

 

４ 微生物の Quorum sensing機構の解明 

 

 

 

５実験結果をレポートにする能力の取得 

 

６実験計画を立案できる能力の修得 

 

 

 

７ 学修総まとめ科目の履修計画書の作成およ

び学位授与機構への提出〔１０月〕 

８ 研究成果のまとめ，論文作成 

９ 学修総まとめ科目の成果の要旨作成と学位

授与機構への提出〔２～３月〕 

１０ 研究報告（英語での発表を含む） 

 １） ２学年中間発表〔７～９月〕 

 ２） 特別研究発表〔２月〕 

 ３） 学会発表など 

 

２ 

 

８ 

 

１０ 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

４０ 

 

 

 

３０ 

 

２０ 

 

 

 

１０ 

１０ 

 

３０ 

１０ 

 

 

１０ 

２０ 

１０ 

研究の進め方、評価方法、学位授与機構審査に必要な提出書類、

論文作成等について説明する。 

オンライン・データベース SciFinderで関連文献を検索し、既知

の情報を整理するとともに、問題点や課題点を理解する。 

SciFinderなどのインターネット上の各種解析プログラムの利

用法を修得する。得られた結果を各種ソフトウエアを用いて解析

する方法を習得する。 

BS-1株がビオラセインを生産するための培地組成として炭素

源、窒素源、無機塩類の検討を順次行う。ビオラセイン生産量が

最大になる培地組成を検討することにより、微生物の物質生産に

おける培地の役割を理解する。 

フラスコ培養、ジャー培養による培養条件（温度、通気、撹拌）

の最適化を行い、物質生産における培養条件の役割を理解する。 

BS-1株のビオラセイン生産が Quorum sensing機構により誘導さ

れることを明らかにする実験を行い考察する。誘導に関わる物質

（AI）を探索するための実験を行う。 

一つの実験ごとに目的、方法、結果、考察からなるレポートを提

出させ、レポート内容の質を高めて行く訓練を行う。 

実験の考察の結果から次に行うべき実験内容について実験計画

を提出させ、議論することにより、前回の実験が充分に考察され

ているか、実験計画が実験目的を達成するために最適であるかを

見極めて、自ら実験計画を立案できる能力を修得する。 

 

・論文作成方法を習得し，研究内容を論文としてまとめる。 

・成果の要旨(A4×2枚)を作成し，学位授与機構へ提出する。 

 

・パワーポイントでのプレゼン資料作成，プレゼン能力，質疑応

答対応力育成 

・研究成果をまとめ，それを日本語及び英語で発表し，質問など

に対応できる。対外的な学会でも，研究成果を発表し，質問に

対応できる。 

［到達目標］ 

 生物化学、応用微生物学、遺伝子工学、タンパク質工学の手法を駆使し、微生物の培養技術、物質生産技術を修得する

。また、インターネット等で文献検索し、過去の研究との対比したり、研究の背景、目的、課題や問題を理解し、研究結

果を考察し、問題点を自ら解決できる能力、さらに研究内容を論文等にまとめたり、研究の成果や進捗をまとめて、対外

的に正しい日本語で研究成果を発表し、質問などに対応できる能力を修得する。 

［評価方法］ 指導教員と副指導教員が次に示す方法で、２学年中間発表及び修了研究発表を通じて総合的に評価し、60

点以上を合格とする。 

 総合評価＝内容(30%)＋研究の背景、目的、課題や問題の理解度(10%)＋問題解決の創意工夫(10%)＋達成度(5%)＋ 



 

 

      研究姿勢(5%)＋質疑応答での理解度(20%)＋文章表現、図表式のできばえ(10%)＋公開状況(10%) 

［認証評価関連科目］ （基礎研究），（卒業研究），（応用微生物学），（タンパク質工学），（遺伝子工学），微生物工学 

［ＪＡＢＥＥ関連科目］ （基礎研究），（卒業研究），（応用微生物学），（タンパク質工学），（遺伝子工学），微生物工学 

［学習上の注意］ 高度な研究技術を達成させるべく，普段から社会のニーズに対応したシーズとしての研究内容となる

よう，最新の情報を文献やインターネットなどで調べることが必要である。また，本研究の目標を自ら自覚し，積極的に

研究に取り組むことが重要である。 

達成しようとしている基

本的な成果 （１） 秋田高専学習成果 
・教育目標 

Ｃ−４ 
Ｅ−２ ＪＡＢＥＥ基準 ｄ−２(b), (c) 

ｅ, ｇ, ｈ 

 



 

 

授 業 科 目 必・選 学 年 専 攻 担 当 教 員 単位数 授 業 時 間 自学自習時間 

学習総まとめ 
（特別研究 Graduation 

Thesis Research） 
必修 ２年 環境 伊藤浩之 ８ ２学年週８時間 

(合計２４０時間) 
２学年週４時間 

(合計１２０時間) 

［テーマ名］ 酵素による未利用多糖の有効利用に関する研究 

［授業の目標と概要］ 本特別研究では，生物化学や分子生物学などの生命科学の知識を基盤とし，酵素化学，応用微生

物学，遺伝子工学，タンパク質工学のバイオテクノロジーの基本を修得し，酵素を機能性素材や有用物質の生産に応用す

る。また，インターネット等を用いた関連文献の検索や種々のデータベースを解析する方法を修得する。その中で，環境

システムに対応した種々の知識を駆使して，高度な環境システムの研究・開発能力と解析能力を備え，自ら問題を発見・

解決できる創造性豊かな自己啓発型技術者を育成する。 

［授業の進め方］ 指導教員（博士号をもち、学位授与機構の認証、特例認適用認証を受けた教員）のもと、高度な専門

技術に関する研究を行う。論文の作成、学会での論文発表を通じて、技術者としての基本的能力を養成する。 
［授業内容］ 

授 業 項 目 時 間 内    容 
授業ガイダンス 

 

１ 文献調査 

 

２ データベース解析 

 

 

 

３ 未利用多糖を資化する微生物の探索 

 

 

 

 

 

４ 代謝関連酵素遺伝子群の単離 

 

 

 

５ 酵素の基質特異性と活性の改変 

 

 

 

６ 機能性糖質や新規糖質の創出 

 

 

 

７ 各段階の研究の進捗状況のまとめと考察 

８ 学修総まとめ科目の履修計画書の作成およ

び学位授与機構への提出〔１０月〕 

９ 研究成果のまとめ，論文作成 

１０ 学修総まとめ科目の成果の要旨作成と学

位授与機構への提出〔２～３月〕 

１１ 研究報告（英語での発表を含む） 

 １） ２学年中間発表〔７～９月〕 

 ２） 特別研究発表〔２月〕 

 ３） 学会発表など 

 

２ 

 

８ 

 

１０ 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

４０ 

 

 

 

３０ 

 

 

 

２０ 

 

 

 

１０ 

１０ 

 

３０ 

１０ 

 

 

１０ 

２０ 

１０ 

研究の進め方，評価方法，学位授与機構審査に必要な提出書類，

論文作成等について説明する。 

インターネット等で関連文献を検索し，既知の情報を整理すると

ともに，問題点や課題点を理解する。 

インターネット上の各種解析プログラムの利用法を修得する。 

国外の大型コンピューターにアクセスし，タンパク質の立体構造

予測を行う方法を修得する。また，得られた結果を各種ソフトウ

エアを用いて解析する方法を習得する。 

・未利用多糖（例えば，セルロース，キシラン，ガラクトマンナ

ンなど）を炭素源とした培地を用いて，微生物資源を広く自然

界からサンプリングし，多糖資化性の微生物をスクリーニング

する。 

・得られる微生物の 16S rRNA の解析によって微生物を同定する

とともに，最適培養条件を検討する。 

・多糖資化に関わる主たる酵素を単離精製し，ペプチドマッピン

グや部分アミノ酸配列から酵素同定する。 

・酵素遺伝子を単離するとともに，当該遺伝子周辺の遺伝子を解

析し，多糖資化に関わるオペロンを明らかにする。 

・各酵素遺伝子を大腸菌等に組込み，組換え酵素を単離し，基質

特異性等を明らかにする。 

・立体構造モデリング，変異導入などにより，各酵素の活性中心

を同定する。 

・異性化酵素あるいは転移酵素により低分子化オリゴ糖を新規オ

リゴ糖に変換する。 

・得られるオリゴ糖の構造を解析するとともに，機能性の評価を

行う。 

・各段階での知見をまとめるとともに，考察を加える。 

・履修計画書(A4×2枚)を作成し，学位授与機構へ提出する。 

 

・論文作成方法を習得し，研究内容を論文としてまとめる。 

・成果の要旨(A4×2枚)を作成し，学位授与機構へ提出する。 

 

・パワーポイントでのプレゼン資料作成，プレゼン能力，質疑応

答対応力育成 

・研究成果をまとめ，それを日本語及び英語で発表し，質問など

に対応できる。対外的な学会でも，研究成果を発表し，質問に

対応できる。 



 

 

［到達目標］ 

 生物化学や分子生物学などの生命科学の知識を基盤とし，酵素化学，応用微生物学，遺伝子工学，タンパク質工学など

のバイオテクノロジーの基本を修得し，酵素を機能性素材や有用物質の生産に応用する。また，インターネット等を用い

た関連文献の検索や種々のデータベースを解析する方法を修得する。さらに，研究の背景や目的を理解し，課題や問題を

見いだすとともに，実験によって得られた結果を考察し，問題点を自ら解決できる能力を養う。加えて，研究成果を論文

等にまとめたり，対外的に正しい日本語で研究成果を発表し，質問などに対応できる能力を修得する。 

［評価方法］ 指導教員と副指導教員が次に示す方法で、２学年中間発表及び修了研究発表を通じて総合的に評価し、60

点以上を合格とする。 

 総合評価＝内容(30%)＋研究の背景、目的、課題や問題の理解度(10%)＋問題解決の創意工夫(10%)＋達成度(5%)＋ 

      研究姿勢(5%)＋質疑応答での理解度(20%)＋文章表現、図表式のできばえ(10%)＋公開状況(10%) 

［認証評価関連科目］ （基礎研究），（卒業研究），（応用微生物学），（タンパク質工学），（遺伝子工学），微生物工学 

［ＪＡＢＥＥ関連科目］ （基礎研究），（卒業研究），（応用微生物学），（タンパク質工学），（遺伝子工学），微生物工学 

［学習上の注意］ 高度な研究技術を達成させるべく，普段から社会のニーズに対応したシーズとしての研究内容となる

よう，最新の情報を文献やインターネットなどで調べることが必要である。また，本研究の目標を自ら自覚し，積極的に

研究に取り組むことが重要である。 

達成しようとしている基

本的な成果 （１） 秋田高専学習成果 
・教育目標 

Ｃ−４ 
Ｅ−２ ＪＡＢＥＥ基準 ｄ−２(b), (c) 

ｅ, ｇ, ｈ 

 



 

 

授 業 科 目 必・選 学 
年 専 攻 担 当 教 員 単位数 授 業 時 間 自学自習時間 

学修総まとめ科目 
（特別研究 

Graduation Thesis 
Research） 

必修 
 

２年 環境 
佐藤恒之 
西野智路 
丸山耕一 

８ 2学年週8時間 
（合計240時間） 

2学年週4時間 
（合計120時間） 

［テーマ名］CVD等による新規機能膜の合成 
［授業の目標と概要］本特別研究では、物理化学、無機材料工学、無機合成化学、反応工学などの学習知識を基盤に

CVD等薄膜合成における減圧下の相変化現象を理解するとともに、材料プロセスシステム技術を修得する。その中で

本科課程で修得した実験学力を基盤に複合化し、環境システム工学専攻に不可欠な各種先端技術に関する知識を駆使

して、高度な材料プロセッシングの研究・開発能力と解析能力を備え、自ら問題を発見・解決できる創造性豊かな自

己啓発型技術者を育成する。 
［授業の進め方］指導教員、および副指導教員（博士号を持ち、学位授与機構の認証、特例適用認証を受けた教員）

のもと、高度な専門技術に関する研究を行う。学会発表や論文作成、生涯にわたり技術者として活躍するためのコミ

ュニケーション能力を養成する。 
［授業内容］ 

授 業 項 目 時 間 内    容 
授業ガイダンス 
 
１ 文献調査 

 

 

 

 

２ 減圧下の高温反応場の設計と膜性状分

析 

 

 

3 ＣＶＤ基礎データからの応用技術修得 

 

 

4 各段階の研究進歩状況のまとめと考察 
5 学修総まとめ科目の履修計画書の作成

および学位授与機構への提出〔１０月〕  
6 研究成果のまとめ、論文作成 
7 学修総まとめ科目の成果の要旨作成と

学位授与機構への提出〔２～３月〕 
8 研究報告（英語での発表を含む） 
 1) ２学年中間発表〔７～９月〕 
 2) 修了研究発表〔２月〕 
 3) 学会発表など 

2 
 

8 
 
 
 
 

60 
 
 
 

70 
 
 

10 
10 
 

30 
10 
 
 

10 
20 
10 

研究の進め方、評価方法、学位授与機構審査に必要な提出書類・

論文作成等について説明する。 
・インターネット等で文献検索し、過去の関連ＣＶＤ等薄膜作成

方法に関する知見を整理したり、ゼオライトなど基板材料につい

て調べ、本研究と対比する。 
・実験条件の設定に必要なガスや反応物の物性値に関する情報を

収集する 
・ＣＶＤ状態など薄膜作成を設定できる装置の製作に係る条件の

設定法 
･得られた成膜速度から現象を追跡する分析方法(反応解析など) 
・形成された膜の結晶性や形態分析技術の修得 
・ＣＶＤ等の成膜基礎データから応用として多孔体基板などへの

成膜制御技術を修得する 
・各種因子の影響解明 
・各段階での知見まとめとともに考察を加える。 
・履修計画書(A4×2枚)を作成し、学位授与機構へ提出。 
 
・研究内容を論文としてまとめる。 
・成果の要旨(A4×2枚)を作成し、学位授与機構へ提出。 
 
・進展状況や研究成果をまとめパワーポイント等で発表したり、

質問などに対応できる。 
・対外的に正しい日本語で研究成果を発表したり、質問などに対

応できる。 
［到達目標］上記座学科目に加え、化学工学実験、物理化学実験、無機化学実験などで修得した、実験計画法、実験

データの取得法、結果整理と現象の考察などをもとに総合的に研究を進めるなかで新たな工学技術の修得を目指す。

また、インターネット等で文献検索し、過去の研究と対比したり、研究の背景、目的、課題や問題を理解し、研究結

果を考察し、問題点を自ら解決できる能力、さらに研究内容を論文等にまとめたり、研究の成果や進捗をまとめて、

対外的に正しい日本語で研究成果を発表し、質問などに対応できる能力を修得する。 
［評価方法］指導教員と副指導教員が次に示す方法で、２学年中間発表及び修了研究発表を通じて総合的に評価し、

60点以上を合格とする。 
総合評価＝内容(30%)＋研究の背景、目的、課題や問題の理解度(10%)＋問題解決の創意工夫(10%)＋達成度(5%)＋研究

姿勢(5%)＋質疑応答での理解度(20%)＋文章表現、図表式のできばえ(10%)＋公開状況(10%)  
［認証評価関連科目］（基礎研究）、（卒業研究）、無機材料論、反応工学特論、固体物性論、エネルギ―材料科学

（無機化学），（無機材料工学）、（無機合成化学） 
［ＪＡＢＥＥ関連科目］（基礎研究）、（卒業研究）、無機材料論、反応工学特論、固体物性論、エネルギ―材料科

学（無機化学），（無機材料工学）、（無機合成化学） 
［学習上の注意］高度な研究技術を達成させるべく、普段から社会のニーズに対応したシーズとしての研究内容とな

るよう、最新の情報をインターネットなどで調べることが必要である。 
達成しようとしている 

基本的な成果 (１) 秋田高専学習 
・教育目標 

C-4 
E-2 ＪＡＢＥＥ基準 d-2(b)、d-2(c)、 

e,g,h 
 



 

 

授 業 科 目 必・選 学年 専攻 担当教員 単位数 授 業 時 間 自主学習時間 

学修総まとめ科目 
（特別研究， 
Graduation Thesis Research） 

 
必修 

 

２年 

 

環境 西野 智路 

 

 ８ 
2学年週8時間 
(合計240時間) 

2学年週4時間 
(合計120時間) 

[テーマ名] 機能性セラミックス材料の調製と反応解析 

［授業の目標と概要］本特別研究では，溶媒化学，溶液化学，イオン反応化学などの知識を用い，各種原料溶液から液相合

成法により酸化物セラミックスを調製する方法を修得する。さらに，化学工学の手法を駆使し，反応工学の速度論等を組み

合わせた解析法を用いて，反応モデルの構築ならびに反応機構の解析技術を修得する。その中で，本科課程で修得した基礎

学力を基盤に複合化し，環境システムに不可欠な各種先端技術に関する知識を駆使して，高度な研究・開発能力と解析能力

を備え，自ら問題を発見・解決できる創造性豊かな自己啓発型技術者を育成する。 

[授業の進め方] 指導教員（博士号をもち，学位授与機構の認証，特例適用認証を受けた教員）のもと，高度な専門技術に

関する研究を行う。学会発表や論文作成，生涯にわたり技術者として活躍するためのコミュニケーション能力を養成する。 

［授業内容］ 

授 業 項 目 時間 内    容 

授業のガイダンス 
 
１ 文献調査 
 
２ 溶媒化学，溶液化学，イオン反応化学の基礎理論の

学修および反応モデルの構築ならびに反応速度解析

方法の習得 
 
３ 機能性材料の評価，反応過程の解析および解析結果

の考察 
 
４ 各段階の研究の進歩状況のまとめと考察 
５ 本科目の履修計画書の作成、提出〔１０月〕 
６ 研究成果のまとめ、論文作成 
７本科目の成果の要旨作成、提出〔２～３月〕 
８ 研究報告（英語での発表を含む） 
 １） ２学年中間発表〔７～９月〕 
 ２） 修了研究発表〔２月〕 
 ３） 学会発表など 

２ 
 
８ 

 
５０ 

 
 

 
８０ 

 
 
１０ 
１０ 
３０ 
１０ 

 
１０ 
２０ 
１０ 

研究の進め方，評価方法，学位授与機構審査に必要な提出

書類・論文作成等について説明する。 
・ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ等で文献検索し，過去の機能性材料の知見を整理

し，種々の液相合成法について調べ，本研究と対比する。 
・溶媒化学，溶液化学，イオン反応化学の基礎理論修得，

溶液反応の理解 
・物質収支など化学工学の基礎理論の学修および装置設計 
・反応モデルの構築ならびに反応速度解析の習得 
・機能性材料の評価と解析 
・反応モデルの検討と解析 
 
・各段階での知見まとめると共に考察を加える。 
・履修計画書(A4×2枚)を作成し，学位授与機構へ提出。  
・研究内容を論文としてまとめる。 
・成果の要旨(A4×2枚)を作成し，学位授与機構へ提出。 
・進展状況や研究成果をまとめパワーポイント等で発表し

たり，質問などに対応できる。 
・対外的に正しい日本語で研究成果を発表したり，質問な

どに対応できる。 

［到達目標］酸化物セラミックスを微細化，多孔質化，複合化などの構造制御を行うことにより新たな機能性を付与するこ

とを目的として，とくに原料や添加物の組成や濃度，反応条件などを制御し，目的とするデバイスに最適な形状，構造そし

て機能を有する調製法について修得する。さらに，原料から目的物までの反応過程を詳細に追跡して反応機構のモデルを構

築するとともに反応モデル解析を修得する。また，インターネット等で文献検索し，過去の研究との対比をしたり，研究の

背景，目的，課題や問題を理解し，研究結果を考察し，問題点を自ら解決できる能力，さらに研究内容を論文等にまとめた

り，研究の成果や進捗をまとめて，対外的に正しい日本語で研究成果を発表し，質問などに対応できる能力を修得する。 

［評価方法］指導教員と副指導教員が次に示す方法で，２学年中間発表及び修了研究発表を通じて総合的に評価し，60点以

上を合格とする。 
総合評価＝内容(30%)＋研究の背景，目的，課題や問題の理解度(10%)＋問題解決の創意工夫(10%)＋達成度(5%)＋研究姿勢

(5%)＋質疑応答での理解度(20%)＋文章表現，図表式のできばえ(10%)＋公開状況(10%)  

[認証評価関連科目］(基礎研究)、(卒業研究)、（基礎化学工学）、（化学工学）、（反応工学）、（プロセス工学）、反

応工学特論 

[JABEE関連科目] (基礎研究)、(卒業研究)、（化学工学）、（反応工学）、（プロセス工学）、反応工学特論 

［学習上の注意］高度な研究技術を達成させるべく,普段から社会のニーズに対応したシーズとしての研究内容となるよう

，最新の情報を文献やインターネットなどで調べることが必要である。 

達成しようとしている 
基本的な成果 

(1) 秋田高専学習・ 
教育目標 

C-4, E-2 JABEE基準 d-2(b),d-2(c) ,e,g,h 

 



 

 

授 業 科 目 必・選 学 年 専 攻 担 当 教 員 単位数 授 業 時 間 自学自習時間 
学習総まとめ 

（特別研究 Graduation 
Thesis Research） 

必修 ２年 環境 丸山耕一 ８ ２学年週８時間 
(合計２４０時間) 

２学年週4時間 
(合計１２０時間) 

［テーマ名］ 無機・高分子材料の新規機能性発現に関する研究 

［授業の目標と概要］ 本特別研究は、材料の新規機能性を、個々の物質の特性と物質・材料間の相互作用（環境効果）

によって、出現させるための技術を修得する。本科課程で修得した、物質合成法、材料特性の理解とその評価法を基盤技

術として、これらの環境効果をシステマティックに理解し、実践できる、環境システムに不可欠な各種先端技術に関する

知識を駆使して、高度な環境システムの研究・開発能力と解析能力を備え、自ら問題を発見・解決できる創造性豊かな自

己啓発型技術者を育成する。 

［授業の進め方］ 指導教員（博士号をもち、学位授与機構の認証、特例認適用認証を受けた教員）のもと、高度な専門

技術に関する研究を行う。論文の作成、学会での論文発表を通じて、技術者としての基本的能力を養成する。 
［授業内容］ 

授 業 項 目 時 間 内    容 
授業ガイダンス 
 

１ 研究調査 

 
 

２ 実験原理と実験法の理解 
 
 
 
 
 
 

３ 実験結果の解析およびその結果の考察 
 
 
 
 

４ 各段階の研究の進歩状況のまとめと考察 
 
 
 

５ 学修総まとめ科目の履修計画書の作成およ
び学位授与機構への提出〔１０月〕 

６ 研究成果のまとめ，論文作成 

７ 学修総まとめ科目の成果の要旨作成と学位
授与機構への提出〔２～３月〕 

８ 研究報告（英語での発表を含む） 
 １） ２学年中間発表〔７～９月〕 
 ２） 特別研究発表〔２月〕 
 ３） 学会発表など 
 

２ 
 

８ 

 
 

７０ 
 
 
 
 
 
 

５０ 
 
 
 
 

２０ 
 
 
 

１０ 
 

３０ 

１０ 
 

 
１０ 
２０ 
１０ 

研究の進め方，評価方法，学位授与機構審査に必要な提出書類，
論文作成等について説明する。 

研究室の成果報告、文献、インターネット等で情報検索し、与え
られた研究課題または過去の成果に関する予備知識を整理し、研
究計画をたてる。 

・現象を計測するための原理と、研究課題に適切な実験法の選定 

・現象の還元と各要素の相関を明確にするための測定 

・使用する実験装置の正確な測定原理とデータの確度の理解 

・データの誤差を考慮した適正な測定 

を行う。 

・データの誤差を考慮した物理量の解析の実践 
・仮定と実験結果とその解釈が論理的に矛盾ないことの確認 
・次のステップの実験計画の提案 
を行う。  
 
 
・実験ノートに必要事項を記述 
・指導教員および共同研究者との定期的なディスカッションの実

施 
する。 

・各段階での知見をまとめるとともに，考察を加える。 

・履修計画書(A4×2枚)を作成し，学位授与機構へ提出する。 

・論文作成方法を習得し，研究内容を論文としてまとめる。 

・成果の要旨(A4×2枚)を作成し，学位授与機構へ提出する。 
 

・パワーポイントでのプレゼン資料作成，プレゼン能力，質疑応
答対応力育成 

・研究成果をまとめ，それを日本語及び英語で発表し，質問など
に対応できる。対外的な学会でも，研究成果を発表し，質問に
対応できる。 

［到達目標］ 

 物理化学、無機化学、有機化学等の基礎化学の知識を応用した、物質合成法、材料の構造・組織の評価法を実践し、実

験事実に基づく現象理解と材料機能性発現のアイデアを実現するための、材料の複合化や、実験法・解析法の企画をでき

る能力を修得する。また、文献やインターネット等で情報検索し、過去の研究成果との対比から、研究の背景、目的、課

題や問題を理解した上で、研究結果を考察する。この過程で、指導教員の他、共同研究者との議論も加えて、問題点を自

ら解決できる能力や、実験結果や研究成果を口頭または論文等で発表し、質問などに対応できる能力を修得する。 

［評価方法］ 指導教員と副指導教員が次に示す方法で、２学年中間発表及び修了研究発表を通じて総合的に評価し、60

点以上を合格とする。 

 総合評価＝内容(30%)＋研究の背景、目的、課題や問題の理解度(10%)＋問題解決の創意工夫(10%)＋達成度(5%)＋ 

      研究姿勢(5%)＋質疑応答での理解度(20%)＋文章表現、図表式のできばえ(10%)＋公開状況(10%) 

［認証評価関連科目］ （基礎研究），（卒業研究），（物理化学），（無機材料工学），（材料計測工学），（メカトロニクス）

，量子力学，熱・統計力学，エネルギー材料科学，固体物性論 
［ＪＡＢＥＥ関連科目］ （基礎研究），（卒業研究），（物理化学），（無機材料工学），（材料計測工学），（メカトロニクス

），量子力学，熱・統計力学，エネルギー材料科学，固体物性論 



 

 

［学習上の注意］ めっき法・ゾル-ゲル法等の溶液合成法や、スパッタ法などの気相成長法によって、酸化物や高分子

の薄膜のナノ構造に周期性を構築し、量子効果による新規な材料機能性の発現を探索する。磁性体、誘電体、磁性体など

の物質の特性を理解した上で、Ｘ線や可視光線をもちいた分光法、電気化学的な分極法による結晶構造・電子構造の評価

から、材料の物理的・機械的・化学的・生物学的な機能性を制御する。必要に応じて、測定装置のハードウエアやソフト

ウエアを整備し、実験法や解析法を開発する。また、材料におけるエネルギー変換、稀有物質代替え材料といった社会的

要請に対して概念理解と実践力を修得する。これらを念頭とした研究活動を望む。 

達成しようとしている基

本的な成果 （１） 秋田高専学習成果 
・教育目標 

Ｃ−４ 
Ｅ−２ ＪＡＢＥＥ基準 ｄ−２(b), (c) 

ｅ, ｇ, ｈ 

 



 

 

授 業 科 目 必・選 学年 専攻 担当教員 単位数 授 業 時 間 自主学習時間 

学修総まとめ科目 

(特別研究,Graduation 

Thesis Research) 

 

必修 

 

２年 

 

環境 

横山 保夫 

ホ 鈴木 祥子 

 

 ８ 

2学年週8時間 

(合計240時間) 

2学年週4時間 

(合計120時間) 

[テーマ名] サマリウム２価化学種の還元能を利用した新規有機合成反応の開発 

［授業の目標と概要］この特別研究においては、従来あまり有機合成に用いられることの無かったサマリウム２価化学種の

うち，主に臭化サマリウム（Ⅱ）を用いた新規合成反応を開発することをメインテーマとする．このテーマへの取り組みを

通じて，有機化学はもちろんのこと，無機化学，分析化学，物理化学，量子化学，および生物化学の各分野の最先端技術や

，最先端の知識を深く理解し，更に各々の目的に応じて適切な技術を選択，および実行できるような，技術者，あるいは研

究者を育成する． 

[授業の進め方] 指導教員（博士号をもち、学位授与機構の認証、特例適用認証を受けた教員）のもと、高度な専門技術に

関する研究を行う。学会発表や論文作成、生涯にわたり技術者として活躍するためのコミュニケーション能力を養成する。 

［授業内容］ 

授 業 項 目 時間 内    容 

授業ガイダンス 

 

 

１．文献調査 

 

 

 

 

 

 

２．研究方針の立案 

 

 

 

 

３．研究方針に基づいた実験、及びそれに対する考察 

 

 

 

 

 

４．各段階の研究の進捗状況のまとめと考察 

 

５．学修総まとめ科目の履修計画書の作成および学位

授与機構への提出〔１０月〕 

 

６．研究成果のまとめ，論文作成 

 

 

７．学修総まとめ科目の成果の要旨作成と学位授与機

構への提出〔２～３月〕 

 

８．研究報告（英語での発表を含む） 

  １） ２学年中間発表〔７～９月〕 

  ２） 特別研究発表〔２月〕 

  ３） 学会発表など 

２ 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

１２０ 

 

 

 

 

 

１０ 

 

１０ 

 

 

３０ 

 

 

１０ 

 

 

４０ 

研究の進め方，評価方法，学位授与機構審査に必要な提

出書類，論文作成等について説明する． 

 

海外，及び国内の有名な化学系雑誌を検索し，過去の同

様な合成反応に関する知見をピックアップ，及び整理

し，本研究との対比を行う。また，実験に必要な試薬，

器具等を調査し，その性質や使い方を理解する。 

 

 

 

文献調査にて得られた知見を元に，具体的にどのような

方針で本研究を進めるのかについて立案する．立案に対

して，担当教員と履修者がディスカッションを行い，内

容について微調整を行い，研究方針を決定する． 

 

研究方針に基づいて，具体的な化合物を用いて実験を行

う．また，得られたデータを解析し，それに基づいた次

の実験を検討する．更に，上記の検討を繰り返し行い，

得られたデータを総合的に解析し，合成反応として確立

する． 

 

各段階での知見をまとめるとともに，考察を加える． 

 

履修計画書(A4×2枚)を作成し，学位授与機構へ提出す

る． 

 

論文作成方法を習得し，研究内容を論文としてまとめ

る． 

 

成果の要旨(A4×2枚)を作成し，学位授与機構へ提出す

る． 

 

研究成果をまとめ，それを日本語及び英語で発表し，質

問などに対応できる。対外的な学会でも，研究成果を発

表し，質問に対応できる． 

［到達目標］履修者は，サマリウム２価化学種を用いた新規有機合成反応のうち，官能基の還元，炭素－炭素結合形成，保

護基の脱保護のどれかを具体的なテーマとして選択し，これに関連する論文の調査，及び読解を行い，基本的な関連情報を

収集する．また，同時に具体的なテーマを元に様々な条件下での反応を検討し，目的物の収率，あるいは立体選択性が条件

によりどのように異なるか，あるいは高い収率，高い選択性を達成するにはどのようにすればよいかを試行錯誤する．これ

らの内容を通じて，実験的手法と，知識の検索および，集約が研究において重要であることを修得する． 



 

 

［評価方法］指導教員と副指導教員が次に示す方法で、２学年中間発表及び修了研究発表を通じて総合的に評価し、60点以

上を合格とする。 

総合評価＝内容(30%)＋研究の背景、目的、課題や問題の理解度(10%)＋問題解決の創意工夫(10%)＋達成度(5%)＋研究姿勢

(5%)＋質疑応答での理解度(20%)＋文章表現、図表式のできばえ(10%)＋公開状況(10%)  

[認証評価関連科目］有機化学（２年，３年），天然物化学，電子化学，基礎研究，卒業研究，有機合成化学Ⅰ，有機合成

化学Ⅱ 

[JABEE関連科目]  有機化学（２年，３年），天然物化学，電子化学，基礎研究，卒業研究，有機合成化学Ⅰ，有機合成化

学Ⅱ，有機合成化学特論 

［学習上の注意］研究は，綿密な文献調査と研究方針，緻密な実験手技と観察眼が必要とされる．常にこのことを意識して

高度な研究を達成することを目指す必要がある． 

達成しようとしている基本

的な成果 

(1) 

 

秋田高専学習・ 

教育目標 

C-4, 

E-2 

ＪＡＢＥＥ基準 d-2(b),d-2(c) , 

e,g,h 

 



 

授 業 科 目 必・選 学 年 専 攻 担 当 教 員 単位数 授 業 時 間 自学自習時間 

学習総まとめ 

(特別研究 Graduation 

Thesis Research) 

必修 ２年 環境 榊秀次郎 ８ 2学年週8時間 

（合計240時間） 
2学年週4時間 

(合計120時間) 

[テーマ名]  機能性高分子および生体高分子を用いた新規システムの構築 
［授業の目標と概要］ 本研究では、機能性高分子および生体高分子を複合化する手法および、その複合体の評価方

法あるいは、合成高分子-生体高分子間の相互作用解析技術の修得を行う。機能性高分子あるいは生体高分子および、

複合体の機能や、形状や、活性や、物性等を考慮し新規システムの構築を図る。 
［授業の進め方］指導教員（博士号をもち、学位授与機構の認証、特例認適用認証を受けた教員）のもと、高度な専

門技術に関する研究を行う。論文の作成、学会での論文発表を通じて、技術者としての基本的能力を養成する。 
［授業内容］ 

授 業 項 目 時 間 内    容 
授業ガイダンス 
 
１ 文献調査 
   
 
 
 
２ 機能性高分子-生体高分子複合化法・相互作用

解析法の習得 
 
 
３ 機能性高分子-生体高分子複合材料相互作用の

解析 
 
４ 各段階の研究の進歩状況のまとめと考察 
５ 学修総まとめ科目の履修計画書の作成および

学位授与機構への提出〔１０月〕  
６ 研究成果のまとめ、論文作成 
７ 学修総まとめ科目の成果の要旨作成と学位授

与機構への提出〔２～３月〕 
８ 研究報告（英語での発表を含む） 
 １） ２学年中間発表〔７～９月〕 
 ２） 修了研究発表〔２月〕 
 ３） 学会発表など 
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50 
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10 
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・研究の進め方、評価方法、学位授与機構審査に必要な
提出書類、論文作成等について説明する。 

・文献検索し、既存の機能性高分子および生体高分子の
複合化方法や、その応用技術に関する知見を整理し、
本研究と対比する。 

・評価に必要な各種分析法の理論や具体的な方法に関す
る情報を収集する  

・機能性高分子の物性測定技術を理解し習得する。 
・生体高分子の扱い・活性測定技術を理解し習得する。 
・分子間相互作用の解析技術を理解し習得する。 
 
・複合材料の形状・安定性・活性を明らかにする。 
 
 
・各段階での知見をまとめるとともに、考察を加える。 
・履修計画書(A4×2枚)を作成し、学位授与機構へ提出 
 
・研究内容を論文としてまとめる。 
・成果の要旨(A4×2枚)を作成し、学位授与機構へ提出 
 
 
・研究成果をまとめ、それを日本語及び英語で発表し、
質問などに対応できる。 

・対外的な学会でも、研究成果を発表し、質問に対応で
きる。 

[到達目標]   高分子材料工学、高分子物性論、生物化学工学の手法および評価技術を駆使し、機能性高分子-生体

高分子複合材料の調製・評価技術や、機能性高分子-生体高分子間相互作用解析技術を修得し、それら技術を用いた

新規システムの構築を目指す。また、文献検索し、過去の研究との対比し、研究の背景、目的、課題や問題を理解し

、研究結果を考察し、問題点を自ら解決できる能力、さらに研究内容を論文等にまとめ、研究の成果や進捗をまとめ

て、対外的に正しい日本語で研究成果を発表し、質問などに対応できる能力を修得する。 

[評価方法] 指導教員と副指導教員が次に示す方法で、２学年中間発表及び修了研究発表を通じて総合的に評価し、

60点以上を合格とする。 

 総合評価＝内容(30%)＋研究の背景、目的、課題や問題の理解度(10%)＋問題解決の創意工夫(10%)＋達成度(5%)＋

研究姿勢(5%)＋質疑応答での理解度(20%)＋文章表現、図表式の出来映え(10%)＋公開状況(10%) 

[認証評価関連科目] (基礎研究)、 (卒業研究)、(生物化学)、(高分子材料工学)、(高分子物性論)  

[JABEE関連科目] (基礎研究)、 (卒業研究)、(生物化学)、(高分子材料工学)、(高分子物性論) 

[学習上の注意]  高度な研究技術を達成させるべく、普段から社会のニーズに対応したシーズとしての研究内容と
なるよう、最新の情報を文献やインターネットなどで調べることが必要である。 

達成しようとしている 

基本的な成果 
(1) 

秋田高専学習 

・教育目標 

C-4 

E-2 
JABEE基準 

d-2(b)、 (c)

、e、g、h 

 



 授 業 科 目 必・選 学年 専 攻  担 当 教 員 単位数  授 業 時 間 自学自習時間 

学修総まとめ科目 

(特別研究，Graduation 
Thesis Research) 

必修 2 年 環境 
横山保夫 

○ホE A鈴木祥子 
8 2学年週 8 時間 

(合計240時間) 
2学年週 4 時間 
(合計120時間) 

［テーマ名］新規反応を利用した光学活性有機化合物の高効率合成法の開発 
［授業の目標と概要］本特別研究では，有機化学，有機合成化学及び有機合成化学特論で学習した有機化合物及び反

応に関する基礎知識を礎として，有用な光学活性有機化合物の新規な触媒的合成法の開発を検討する。これによって

有機化学分野全体及び、錯体化学等の関連分野に対する理解を深める。更に，有機化合物の基本的な取扱法や精製法

の習得，核磁気共鳴スペクトル，高速液体クロマトグラフィー等を用いた有機化合物の構造決定や定量的な分析を行

い，基本的な機器分析法及びその解析法を習得する。 
［授業の進め方］指導教員（博士号をもち、学位授与機構の認証、特例適用認証を受けた教員）のもと、高度な専門

技術に関する研究を行う。学会発表や論文作成、生涯にわたり技術者として活躍するためのコミュニケーション能力

を育成する。 

［授業内容］ 

授 業 項 目 時 間 内    容 
 

授業ガイダンス 
 
 

１ 文献調査 
  
 
 
 
 
２ 反応条件の最適化及び基質汎用性に関する
検討 
 
 
３ 実験に対する評価法及び結果の考察 
  
 
 
                     
 
４ 各段階の研究の進歩状況のまとめと考察 
５ 本科目の履修計画書の作成、提出〔１０月〕  
６ 研究成果のまとめ、論文作成 
７ 本科目の成果の要旨作成、提出〔２～３月〕 
８ 研究報告（英語での発表を含む） 
 １） ２学年中間発表〔７～９月〕 
 ２） 修了研究発表〔２月〕 
 ３） 学会発表など 
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研究の進め方、評価方法、学位授与機構審査に必要な提出

書類・論文作成等について説明する。 
 

・学術論文等の文献を調査し，本研究の背景について理解を
深める。また，従来法と本研究による手法を比較し，研究の
意義を理解する。 
・実験法及び精製法について調査し，最適な方法による実験
を計画する。 
 
・反応に関わる因子（反応溶媒，温度，時間，添加剤，触媒
等）について詳細に検討し，反応条件の最適化を行う。 
・本反応の適用範囲について，基質の汎用性を検討する。 
 
・生成物の同定，構造決定，エナンチオマー過剰率を分光学
的手法（核磁気共鳴スペクトル，高速液体クロマトグラフィ
ー等）を用いて評価する。 
・得られた実験結果より，各条件の影響や反応機構に対する
考察を行う。 
 
・各段階での知見をまとめると共に考察を加える 
・履修計画書(A4×2枚)を作成し、学位授与機構へ提出する。 
・研究内容を論文としてまとめる。 
・成果の要旨(A4×2枚)を作成し、学位授与機構へ提出する。 
・進展状況や研究成果をまとめパワーポイント等で発表し、
質問などに対応できる。 
・対外的に正しい日本語で研究成果を発表し、質問などに対
応できる。 

［到達目標］自ら研究背景や実験方法等に対する情報収集を行い，得られた情報とこれまでに学習した有機化学分野

や関連する分野の基礎知識を駆使して，問題を解決できる能力を身に付ける。また未知なる合成法について様々な実

験を行う事によって有機化合物の取扱い，実験法，各実験の評価法である種々の機器分析（核磁気共鳴スペクトル，

高速液体クロマトグラフィー等）の手法と解析法を習得し，得られたデータを科学的根拠に基づいて考察する能力を

身に付ける。さらに研究成果をレポートや論文，また学会等における発表を通して，纏める能力とプレゼンテーショ

ン能力を身に付ける。 
［評価方法］指導教員と副指導教員が次に示す方法で、２学年中間発表及び修了研究発表を通じて総合的に評価し、

60点以上を合格とする。 
総合評価＝内容(30%)＋研究の背景、目的、課題や問題の理解度(10%)＋問題解決の創意工夫(10%)＋達成度(5%)

＋研究姿勢(5%)＋質疑応答での理解度(20%)＋文章表現、図表式の出来映え(10%)＋公開状況(10%) 
［認証評価関連科目］有機化学（２年，３年），天然物化学，電子化学，基礎研究，卒業研究，有機合成化学Ⅰ，有

機合成化学Ⅱ 
［ＪＡＢＥＥ関連科目］有機化学（２年，３年），天然物化学，電子化学，基礎研究，卒業研究，有機合成化学Ⅰ，

有機合成化学Ⅱ，有機合成化学特論 

［学習上の注意］研究は，綿密な文献調査と研究方針，緻密な実験手技と観察眼が必要とされる．常にこのことを意

識して高度な研究を達成することを目指す必要がある。 
達成しようとしている 

基本的な成果 （１） 秋田高専学習 
・教育目標 

C－4 
E－2 ＪＡＢＥＥ基準 d－2(b), (c) 

e, g, h 
 



 

授 業 科 目 必・選 学 年 専 攻 担当教員 単位数 授 業 時 間 自学自習時間 

学修総まとめ科目 

(特別研究，Graduation 
Thesis Research) 

必修 2年 
環境 

システム

工学 
桜田良治   8 2学年週8時間 

（合計240時間） 
2学年週4時間 

（合計120時間） 

［テーマ名］再生した配合材料を用いたコンクリート部材の耐荷性能に関する研究 
［授業の目標と概要］ 
本特別研究では，新しいコンクリート材料の配合設計からコンクリート構造物への適用手法の開発を，コンクリー

ト工学特論での新しいコンクリート材料の配合方法や，鉄筋コンクリート工学，設計製図Ⅰでの鉄筋コンクリート構
造物の設計・解析手法を駆使して，コンクリートの新しいリサイクル技術を修得する。 
その中で，本科課程で修得した材料学やコンクリート構造学，構造力学を基本とした基礎学力を基盤に，環境シス

テム工学専攻での技術開発に不可欠な基礎知識をベースとして，より高度な環境システム工学専攻での研究・開発能
力と解析能力を備え，かつ自ら問題を発見し解決できる創造性豊かな自己啓発型技術者を育成する。 
［授業の進め方］ 
指導教員（博士号をもち，学位授与機構の認証，特例適用認証を受けた教員）のもと，高度な専門技術に関する研

究を行う。学会発表や論文作成，生涯にわたり技術者として活躍するためのコミュニケーション能力を養成する。 
［授業内容］ 

授 業 項 目 時 間 内    容 
授業ガイダンス 

 

1. 文献調査 

 

 

2. 再生配合材料の試作，実験及び基本特性の解

析 
 
 
 
 
 
 
3. コンクリート構造の耐荷特性の実験及び

解析 
 

4. 各段階の研究の進歩状況のまとめと考察 
5. 本科目の履修計画書の作成，提出 [10月] 
6. 研究成果のまとめ，論文作成 
7. 本科目の成果の要旨作成，提出[2-3月] 
8. 研究報告(英語での発表を含む) 

(1) 2学年中間発表[7-9月] 
(2) 修了研究発表[2月] 
(3) 学会発表など 
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研究の進め方，評価方法，学位授与機構審査に必要な提出書類

・論文作成等について説明する。 
ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ等で文献検索し，過去の配合材料の再生処理の知見を
整理し，それを用いたコンクリート部材の強度特性について調
べ本研究と対比する。 

フレッシュ状態にある戻りコンクリートに特殊な凝集剤を添

加する新しい造粒処理により，再生骨材を試作する。 

この新しい再生骨材を配合材料として用いた，コンクリート配

合設計方法を構築する。 

再生骨材の物理特性を実験するとともに，これを骨材として再

利用した再生コンクリートの強度特性を実験する。 

鉄筋コンクリート構造部材への適用性を明らかにするため，RC

梁のせん断実験を行う。 

RC梁のせん断破壊挙動として，終局限界状態でのせん断耐力

の評価と弾塑性FEM解析によるせん断挙動の数値シミュレー

ション解析を行い，その破壊特性を理論的に解析する。 

各段階での知見まとめるとともに，考察を加える。 
履修計画書(A4×2枚)を作成し，学位授与機構へ提出。 
研究成果を論文としてまとめる。 
成果の要旨(A4×2枚)を作成し，学位授与機構へ提出。 
研究成果をまとめパワーポイント等で発表し，質問などに対応で

きる。 
対外的に正しい日本語で研究成果を発表し，質問などに対応で

きる。 
［到達目標］新しいコンクリート材料の配合設計からコンクリート構造物への適用手法の開発を，コンクリート工学

特論での新しいコンクリート材料の配合方法や，鉄筋コンクリート工学，設計製図Ⅰでの鉄筋コンクリート構造物の

設計・解析手法を駆使して行い，コンクリートのリサイクル技術を修得する。また，インターネット等で文献検索し

て，過去の研究との位置づけや，研究の背景，目的，課題や問題を理解し，研究結果を考察し，問題点を自ら解決で

きる能力を身につける。さらに，研究成果を論文等にまとめるとともに，対外的に正しい日本語や英語で研究成果を

発表し，質問などに対応できる能力を修得する。 
［評価方法］指導教員と副指導教員が次に示す方法で，2学年中間発表及び修了研究発表を通じて総合的に評価し，

60点以上を合格とする。総合評価＝内容(30%)＋研究の背景，目的，課題や問題の理解度(10%)＋問題解決の創意工夫

(10%)＋達成度(5%)＋研究姿勢(5%)＋質疑応答での理解度(20%)＋文章表現，図表式の出来映え(10%)＋公開状況(10%)  
［認証評価関連科目］(基礎研究)，(卒業研究)，(材料学)，(コンクリート構造学)，(鉄筋コンクリート工学)， 

(基礎構造力学)，(構造力学)，(構造力学演習)，(耐震工学)，コンクリート工学特論，構造力学特論 
［JABEE関連科目］(鉄筋コンクリート工学)，(鋼構造学)，(構造力学)，(構造力学演習)，(耐震工学)， 
コンクリート工学特論 
達成しようとしている基本的な成果 (1) 秋田高専学習・教育目標 C-4, E-2 JABEE基準 d-2(b), d-2(c), e, ,g, ,h 

 



 

授 業 科 目 必・選 学 年 学科 
専 攻 担 当 教 員 単位数 授 業 時 間 自学自習時間 

学修総まとめ科目 

（特別研究 Graduation 
Thesis Research） 

必修 2年 環境 井上 誠 ８ 週8時間 

（合計240時間） 

通年週4時間 

(合計120時間) 

［テーマ名］生活環境計画設計に関する研究 
 

［授業の目標と概要］本科で修得した建築・土木計画学の知識・技術を応用し，身近な地域の課題解決を試みること

で，技術者に求められる能力（問題発見・課題抽出・分析・提案）の養成を図るとともに，机上の理論を現場へ適用

できる応用力を育成する． 
［授業の進め方］指導教員（博士号をもち，学位授与機構の認証，特例認適用認証を受けた教員）のもと，高度な専

門技術に関する研究を行う．論文の作成，学会での論文発表を通じて，技術者としての基本的能力を養成する． 
［授業内容］ 

授 業 項 目 時間 内    容 
授業のガイダンス 
 
１．計画設計対象の課題の抽出および現地確認 
２．計画設計対象に関する既往研究調査 
３．調査・分析手法の学習 
４．調査の実施および結果整理 
５．各段階の研究の進歩状況のまとめと考察 
６．学修総まとめ科目の履修計画書の作成およ

び学位授与機構への提出〔１０月〕  
７．研究成果のまとめ，論文作成 
８．学修総まとめ科目の成果の要旨作成と学位

授与機構への提出〔２～３月〕 
９．研究報告（英語での発表を含む） 
 １） ２学年中間発表〔７～９月〕 
 ２） 修了研究発表〔２月〕 
 ３） 学会発表など 
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20 

40 

20 
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40 

20 

 

 

16 

24 

16 

研究の進め方と評価の方法および学位授与機構審査に必要な提出書

類・研究レポートなどについて説明する． 
現地調査や各種資料より問題点を抽出し，課題を整理する． 
既往研究調査および内容を把握する． 
調査・分析手法を理解し，自身への応用可能性を検討する． 
調査から結果整理までの流れを理解し，実務作業を行う． 
データなどを含め，正確で詳細な研究記録を書く． 
活動内容および研究成果を把握し，計画書を作成する． 
 
研究内容をまとめ，研究レポートを作成する． 
研究の要点を把握し，的確な要旨を作成する． 
 
 
研究成果をまとめ，進展状況を発表する． 
研究成果を発表し，質問などに対応する． 
対外的に正しい日本語で研究成果を発表し，質問などに対応する． 

［到達目標］ 
現場で生じている問題を自ら発見し，それを定量的かつ公平に評価、分析できる技術を修得する． 

［評価方法］ 
指導教員と副指導教員が次に示す方法で１学年中間発表、２学年中間発表および修了研究発表を通じて総合的に評

価する。 

総合評価＝内容（30％）＋研究の目的および課題や問題の理解度（10％）＋問題解決の創意工夫（10％）＋達成度

（5％）＋研究に対する姿勢（5％）＋質疑応答での理解度（20％）＋図表式の出来映え（10％）＋公開

状況（10％） 

総合評価６０点以上を合格とする 

［認証評価関連科目］環境地域計画学、（基礎研究）（卒業研究）（都市計画）（計画数理） 
［JABEE関連科目］環境地域計画学、（基礎研究）（卒業研究）（都市計画）（計画数理） 
［学習上の注意］ 
研究テーマについて主体的に取り組むことが重要である． 
達成しようとしている 

基本的な成果 
（１） 秋田高専学習成果 

・教育目標 
C-4，E-2 JABEE基準 ｄ-2(b),d-2(c),e,g,h 

 



 

授 業 科 目 必・選 学 年 専 攻 担 当 教 員 単位数 授 業 時 間 自学自習時間 

学習総まとめ 

(特別研究 Graduation 
Thesis Research) 

必修 2年 環境 寺本尚史   8 2学年週8時間 
（合計240時間） 

2学年週4時間 
(合計120時間) 

[テーマ名] 地震応答解析時に用いる数値積分法に関する研究 
［授業の目標と概要］橋梁や建物の地震時挙動を擬似的に検証する実験的手法として、いわゆるオンライン実験手法

があるが、そうした実験にはオペレータ・スプリッティング法(OS法)などの特注な数値積分法が用いられている。本

特別研究では，これまで学習してきた構造力学、耐震工学、微分積分学、材料学などの知識・理論を用いて、構造物

を対象とした地震応答解析技術を修得し、さらにその技術を構造実験に応用する際に問題となる点などについて把握

すると共に、考慮すべき点を検証する。 
［授業の進め方］指導教員（博士号をもち，学位授与機構の認証，特例認適用認証を受けた教員）のもと，高度な専

門技術に関する研究を行う。論文の作成，学会での論文発表を通じて，技術者としての基本的能力を養成する。 
［授業内容］ 

授 業 項 目 時 間 内    容 
授業ガイダンス 
 
1.文献調査 
 
 
2. 動的応答解析による数値積分手法の違いに
よる影響の検討 
3. 実験時に生じる測定誤差が、応答解析結果
に与える影響に関する検討 
 
4.各段階の研究の進捗状況のまとめと考察 
5.本科目の履修計画書の作成，提出(10月) 
6.研究成果のまとめ，論文作成 
7.本科目の成果の要旨作成，提出(2～3月) 
8.研究報告(英語での発表を含む) 
 1) 2学年中間発表(7-9月) 
 2) 修了研究発表(2月) 
 3) 学会発表など 
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研究の進め方，評価方法，学位授与機構審査に必要な提
出書類，論文作成等について説明する。 
文献検索を行い，オンライン実験やＯＳ法に関する過去
の研究内容を調査し、その研究動向について整理・理解
する。 
動的応答解析の手法について理解する。 
 
オーバーシュート、アンダーシュート等の実験時の変位
測定誤差が、応答解析結果に与える影響について、実際
の実験で生じうる状況を踏まえて検証する。 
各段階での知見をまとめるとともに，考察を加える。 
履修計画書(A4×2枚)を作成し，学位授与機構へ提出。
研究内容を論文としてまとめる。 
成果の要旨(A4×2枚)を作成し，学位授与機構へ提出。 
 
研究成果をまとめ，それを日本語及び英語で発表し，質
問などに対応できる。 
対外的な学会でも，研究成果を発表し，質問に対応でき
る。 

[到達目標] 構造力学、耐震工学、微分積分学、材料学などの知識・理論を用いて、構造物を対象とした地震応答解析

技術を修得し、さらにその技術を構造実験に応用する際に問題となる点などについて把握する。また、インターネッ

ト等で文献検索し、過去の研究との対比を行うなど、研究の背景、目的、課題や問題を理解し、研究結果を考察し、

問題点を自ら解決できる能力、さらに研究内容を論文等にまとめたり、研究の成果や進捗をまとめて、対外的に正し

い日本語で研究成果を発表し、質問などに対応できる能力を修得する。 
[評価方法] 指導教員と副指導教員が次に示す方法で，2学年中間発表及び修了研究発表を通じて総合的に評価し，60
点以上を合格とする。 
総合評価＝内容(30%)＋研究の背景，目的，課題や問題の理解度(10%)＋問題解決の創意工夫(10%)＋達成度(5%)＋研

究姿勢(5%)＋質疑応答での理解度(20%)＋文章表現，図表式の出来映え(10%)＋公開状況(10%)  
[認証評価関連科目] (基礎研究)、(卒業研究)、（基礎構造力学），(構造力学)，(構造力学演習)，(耐震工学)，構造

力学特論，コンクリート工学特論 
[JABEE関連科目] (基礎研究)、(卒業研究) 、(鉄筋コンクリート工学)，(鋼構造学)，(構造力学)，(構造力学演習)
，(耐震工学)，コンクリート工学特論、防災システム工学 
[学習上の注意]  最新の情報を文献やインターネットなどで調べ、研究に関連した情報収集を行うことが必要である
。また研究を通して問題発見および解決方法を見に付けるよう努めること。 

達成しようとしている 
基本的な成果 

(F) 秋田高専学習 
・教育目標 

C-4 
E-2 JABEE基準 

d-2(b),  (c), 
e,  g,  h 

 



 

 

授 業 科 目 必・選 学 年 専 攻 担 当 教 員 単位数 授 業 時 間 自学自習時間 
学習総まとめ 

（特別研究 Graduation 
Thesis Research） 

必修 ２年 環境 長谷川裕修 

井上誠 ８ ２学年週８時間 
(合計２４０時間) 

２学年週4時間 
(合計１２０時間) 

［テーマ名］ 都市交通システムとしてのコミュニティサイクルの可能性 

［授業の目標と概要］ 本特別研究では，都市計画・交通工学・計画数理で学んだ土木計画関連の知識を背景として，交

通を中心とする土木計画が地域住民を中心とする利害関係者に与える影響を考慮した分析・政策提案を行うことで，総合

力・システム思考能力および知的生産を含めた想像力を有する技術者を育成する． 

［授業の進め方］ 指導教員（博士号をもち，学位授与機構の認証，特例認適用認証を受けた教員）のもと，高度な専門

技術に関する研究を行う．論文の作成，学会での論文発表を通じて，技術者としての基本的能力を養成する． 
［授業内容］ 

授 業 項 目 時 間 内    容 

授業ガイダンス 

 

１．都市交通における諸課題に関する文献調

査 

２．わが国および諸外国におけるコミュニテ

ィサイクルの状況に関する文献調査 

３．分析手法の学習 

 

４．データマイニングアプローチによる CC

利用動態の解析 

５．各段階の研究の進歩状況のまとめと考察 

６．学修総まとめ科目の履修計画書の作成お

よび学位授与機構への提出〔１０月〕 

７．研究成果のまとめ，論文作成 

８．学修総まとめ科目の成果の要旨作成と学

位授与機構への提出〔２～３月〕 

９．研究報告（英語での発表を含む） 

 １） ２学年中間発表〔７～９月〕 

 ２） 修了研究発表〔２月〕 

 ３） 学会発表など 

２ 

 

５ 

 

５ 

 

４８ 

 

６０ 

 

２０ 

１０ 

 

２０ 

１０ 

 

 

１０ 

２０ 

３０ 

研究の進め方，評価方法，学位授与機構審査に必要な提出書

類，論文作成等について説明する． 

インターネット等で関連文献を検索し，既知の情報を整理す

るとともに，問題点や課題点を理解する． 

インターネット等で関連文献を検索し，既知の情報を整理す

るとともに，問題点や課題点を理解する． 

統計学・データマイニング・機械学習を中心に，分析手法に

ついて学習する． 

CC 利用動態データを用いて，解析を行う． 

 

各段階での知見をまとめるとともに，考察を加える． 

履修計画書(A4×2 枚)を作成し，学位授与機構へ提出する． 

 

論文作成方法を習得し，研究内容を論文としてまとめる． 

成果の要旨(A4×2 枚)を作成し，学位授与機構へ提出する． 

 

 

プレゼンテーション資料作成を通じてプレゼン能力，質疑応

答対応力を身に付ける 

研究成果をまとめ，それを日本語及び英語で発表し，質問な

どに対応できる．対外的な学会でも，研究成果を発表し，質

問に対応できる． 

［到達目標］ 

 都市計画・交通工学・計画数理で学んだ土木計画関連の知識を背景として，交通を中心とする土木計画が地域住民を中

心とする利害関係者に与える影響を考慮した分析・政策提案を行うことで，総合力・システム思考能力および知的生産を

含めた想像力を有する技術者を育成する．また，研究の背景，目的，手法を正しく理解し，得られた結果について適切な

考察を加え，結論を導く能力を身につける．さらに，それらの成果をまとめ，効果的に対外発表を行うための文章作成技

術およびプレゼンテーション技術を習得する． 

［評価方法］ 指導教員と副指導教員が次に示す方法で，２学年中間発表及び修了研究発表を通じて総合的に評価し，60

点以上を合格とする． 

 総合評価＝内容(30%)＋研究の背景，目的，課題や問題の理解度(10%)＋問題解決の創意工夫(10%)＋達成度(5%)＋ 



 

 

      研究姿勢(5%)＋質疑応答での理解度(20%)＋文章表現，図表式のできばえ(10%)＋公開状況(10%) 

［認証評価関連科目］ （基礎研究），（卒業研究），（都市計画），（計画数理），（交通工学），環境地域計画学 

［ＪＡＢＥＥ関連科目］ （基礎研究），（卒業研究），（都市計画），（計画数理），（交通工学），環境地域計画学 

［学習上の注意］ 研究テーマについて主体的に取り組むことが重要である 

達成しようとしている基

本的な成果 （１） 秋田高専学習成果 
・教育目標 

Ｃ−４ 
Ｅ−２ ＪＡＢＥＥ基準 ｄ−２(b), (c) 

ｅ, ｇ, ｈ 

 



 

 

授 業 科 目 必・選 学 年 専 攻 担 当 教 員 単位数 授 業 時 間 自学自習時間 
学習総まとめ 

（特別研究 Graduation 
Thesis Research） 

必修 ２年 環境 長谷川裕修 

井上誠 ８ ２学年週８時間 
(合計２４０時間) 

２学年週4時間 
(合計１２０時間) 

［テーマ名］ 利便性の高い時刻・経路情報検索が公共交通利用者に与える影響の検討 

［授業の目標と概要］ 本特別研究では，都市計画・交通工学・計画数理で学んだ土木計画関連の知識を背景として，交

通を中心とする土木計画が地域住民を中心とする利害関係者に与える影響を考慮した分析・政策提案を行うことで，総合

力・システム思考能力および知的生産を含めた想像力を有する技術者を育成する． 

［授業の進め方］ 指導教員（博士号をもち，学位授与機構の認証，特例認適用認証を受けた教員）のもと，高度な専門

技術に関する研究を行う．論文の作成，学会での論文発表を通じて，技術者としての基本的能力を養成する． 
［授業内容］ 

授 業 項 目 時 間 内    容 

授業ガイダンス 

 

１．都市交通における諸課題に関する文献調

査 

２．わが国および諸外国における情報提供と

交通行動に関する文献調査 

３．調査手法および分析手法の学習 

 

４．アンケート調査によるバス利用動態の把

握と調査結果の解析 

５．各段階の研究の進歩状況のまとめと考察 

６．学修総まとめ科目の履修計画書の作成お

よび学位授与機構への提出〔１０月〕 

７．研究成果のまとめ，論文作成 

８．学修総まとめ科目の成果の要旨作成と学

位授与機構への提出〔２～３月〕 

９．研究報告（英語での発表を含む） 

 １） ２学年中間発表〔７～９月〕 

 ２） 修了研究発表〔２月〕 

 ３） 学会発表など 

２ 

 

５ 

 

５ 

 

４８ 

 

６０ 

 

２０ 

１０ 

 

２０ 

１０ 

 

 

１０ 

２０ 

３０ 

研究の進め方，評価方法，学位授与機構審査に必要な提出書

類，論文作成等について説明する． 

インターネット等で関連文献を検索し，既知の情報を整理す

るとともに，問題点や課題点を理解する． 

インターネット等で関連文献を検索し，既知の情報を整理す

るとともに，問題点や課題点を理解する． 

統計学・データマイニング・機械学習を中心に，分析手法に

ついて学習する． 

アンケート結果を用いて，解析を行う． 

 

各段階での知見をまとめるとともに，考察を加える． 

履修計画書(A4×2 枚)を作成し，学位授与機構へ提出する． 

 

論文作成方法を習得し，研究内容を論文としてまとめる． 

成果の要旨(A4×2 枚)を作成し，学位授与機構へ提出する． 

 

 

プレゼンテーション資料作成を通じてプレゼン能力，質疑応

答対応力を身に付ける 

研究成果をまとめ，それを日本語及び英語で発表し，質問な

どに対応できる．対外的な学会でも，研究成果を発表し，質

問に対応できる． 

［到達目標］ 

 都市計画・交通工学・計画数理で学んだ土木計画関連の知識を背景として，交通を中心とする土木計画が地域住民を中

心とする利害関係者に与える影響を考慮した分析・政策提案を行うことで，総合力・システム思考能力および知的生産を

含めた想像力を有する技術者を育成する．また，研究の背景，目的，手法を正しく理解し，得られた結果について適切な

考察を加え，結論を導く能力を身につける．さらに，それらの成果をまとめ，効果的に対外発表を行うための文章作成技

術およびプレゼンテーション技術を習得する． 

［評価方法］ 指導教員と副指導教員が次に示す方法で，２学年中間発表及び修了研究発表を通じて総合的に評価し，60

点以上を合格とする． 

 総合評価＝内容(30%)＋研究の背景，目的，課題や問題の理解度(10%)＋問題解決の創意工夫(10%)＋達成度(5%)＋ 



 

 

      研究姿勢(5%)＋質疑応答での理解度(20%)＋文章表現，図表式のできばえ(10%)＋公開状況(10%) 

［認証評価関連科目］ （基礎研究），（卒業研究），（都市計画），（計画数理），（交通工学），環境地域計画学 

［ＪＡＢＥＥ関連科目］ （基礎研究），（卒業研究），（都市計画），（計画数理），（交通工学），環境地域計画学 

［学習上の注意］ 研究テーマについて主体的に取り組むことが重要である 

達成しようとしている基

本的な成果 （１） 秋田高専学習成果 
・教育目標 

Ｃ−４ 
Ｅ−２ ＪＡＢＥＥ基準 ｄ−２(b), (c) 

ｅ, ｇ, ｈ 

 



 

 

授 業 科 目 必・選 学年 専攻 担当教員 単位数 授 業 時 間 自主学習時間 

学修総まとめ科目 

(特別研究、Graduation 

Thesis Research) 

 

必修 ２年 環境 増田 周平 ８ 
2学年週8時間 

(合計240時間) 

2学年週4時間 

(合計120時間) 

[テーマ名] 水環境における温室効果ガス発生特性解析および削減対策に関する研究 

［授業の目標と概要］本特別研究では、環境工学および衛生工学の手法を駆使し、河川、湖沼、水処理プロセス等からの温

室効果ガス発生特性の解明、および削減対策に関する検討を行う。現場調査・室内実験・モデル解析などのアプローチを複

合的に用いることで、当該分野における基礎学力の定着および先鋭的な解析手法の習得を図る。 

[授業の進め方] 指導教員（博士号をもち、学位授与機構の認証、特例適用認証を受けた教員）のもと、高度な専門技術に

関する研究を行う。学会発表や論文作成、生涯にわたり技術者として活躍するためのコミュニケーション能力を養成する。 

［授業内容］ 

授 業 項 目 時間 内    容 

授業のガイダンス 
 
１ 文献調査 
   
２ 現場調査等による温室効果ガス発生量の現状把握 
 
３ 室内実験等による温室効果ガス生成機構の解明 
 
４ モデル等による温室効果ガス発生特性解析 
 
５ 本科目の履修計画書の作成、提出〔１０月〕 
 
６ 研究成果のまとめ、論文作成 
 
７本科目の成果の要旨作成、提出〔２～３月〕 
 
８ 研究報告(英語での発表を含む) 
 １） ２学年中間発表〔７～９月〕 
 ２） 修了研究発表〔２月〕 
 ３） 学会発表など 

２ 
 
８ 
 

５０ 
 

８０ 
 

１０ 
 

１０ 
 

３０ 
 

１０ 
 
 

１０ 
２０ 
１０ 

研究の進め方、評価方法、学位授与機構審査に必要な提出

書類・論文作成等について説明する。 
・インターネット等で文献検索し、水環境における温室効

果ガスについて調べ、本研究と対比する。 
・水環境システムにおける温室効果ガスの発生量の現状を

明らかにするため、現場調査・文献調査等を実施する。 
・水環境システムにおける温室効果ガスの生成機構を明ら

かにするため、室内実験等を実施する。 
･水環境システムにおける温室効果ガスの発生特性を明ら

かにするため、モデル等による解析を行う。 
・履修計画書を作成し、学位授与機構へ提出する。  
 
・各段階での知見をまとめると共に考察を加え、論文を作

成する。 
・成果の要旨を作成し、学位授与機構へ提出する。 
 
 
・研究の進展状況をまとめて発表する。 
・最終的な研究成果をまとめて発表する。 
・研究成果をまとめて対外的に発表する。 

［到達目標］環境工学および衛生工学の基本的な知識の定着とともに、特に水環境からの温室効果ガス発生現象に関する理

解を深める。具体的には、様々な水環境システム、温室効果ガスの基本的特性および生成機構に関して、物理学的・化学的

・生物学的・地理的・社会的要素など、多角的な視点から検討を行い、現象に対する理解を深める。また、研究の背景、目

的、手法を正しく理解し、得られた結果について適切な考察を加え、結論を導く能力を身につける。さらに、それらの成果

をまとめ、効果的に対外発表を行うための文章作成技術およびプレゼンテーション技術を習得する。 

［評価方法］指導教員と副指導教員が次に示す方法で、２学年中間発表及び修了研究発表を通じて総合的に評価し、60点以

上を合格とする。 

総合評価＝内容(30%)＋研究の背景、目的、課題や問題の理解度(10%)＋問題解決の創意工夫(10%)＋達成度(5%)＋研究姿勢

(5%)＋質疑応答での理解度(20%)＋文章表現、図表式のできばえ(10%)＋公開状況(10%)  

[認証評価関連科目］(基礎研究)、(卒業研究)、(環境衛生工学)、(都市環境工学)、微生物工学、環境水文学 

[JABEE関連科目] (基礎研究)、(卒業研究)、(環境衛生工学)、(都市環境工学)、微生物工学、環境水文学 

［学習上の注意］特別研究を自らの研究テーマであることを自覚し、積極的に取り組む姿勢が重要である。また、研究対象

の関連知識の習得、問題解明に向けた検討について情熱を注ぎ、日々の継続的な学習を怠らないこと。 

達成しようとしている基本

的な成果 

(1) 
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E-2 
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